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中央大学法科大学院
04年4月開校へ向けて
中央大学法科大学院
04年4月開校へ向けて

１
， 

開
設
申
請
書
、
文
科
省
で
受
理
さ
れ
る

直
ち
に
入
学
者
選
抜
試
験
の
要
項
・
願
書

を
配
布
し
、
年
内
に
応
募
受
付
を
完
了
す

る
と
い
う
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ

な
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
関

係
部
署
の
方
々
の
、
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
法
科
大
学
院
の
開
設
状
況

と
本
学
の
取
組
み
、
法
科
大
学
院
受
験
に

不
可
欠
な
適
性
試
験
の
出
願
状
況
、
開
設

準
備
室
に
よ
る
広
報
活
動
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
30
日
、
文
部
科
学
省
に
対
し
、
中

央
大
学
法
科
大
学
院
開
設
準
備
室
は
、
２

０
０
４
年
開
設
申
請
書
を
提
出
し
、
無
事
、

受
理
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
準
備
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
開
設
準
備
室
を
は
じ

め
と
す
る
職
員
の
方
々
に
篤
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
以
降
の
予
定
と
し
て
は
、

９
月
中
に
教
員
の
資
格
審
査
結
果
が
公
表

さ
れ
た
の
ち
、
申
請
内
容
に
修
正
が
加
え

ら
れ
、
11
月
下
旬
に
最
終
的
な
設
立
認
可

が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

開
設
準
備
室
と
し
ま
し
て
は
、
認
可
後
、

２
．
法
科
大
学
院
の
申
請
状
況

　

６
月
30
日
の
文
部
科
学
省
へ
の
申
請
締

切
の
時
点
で
、
２
０
０
４
年
の
開
設
申
請

を
し
た
法
科
大
学
院
の
数
は
全
国
で
72
校
、

学
生
の
総
定
員
は
５
９
５
０
人
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
設
置
形
態
別
に
み
る
と
、

国
立
20
校
、公
立
２
校
、私
立
50
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
設
置
形
態
別
の
予
定

学
生
定
員
数
は
、
国
立
１
６
５
０
人
、
公

立
１
２
５
人
、
私
立
４
１
６
０
人
と
な
っ

て
お
り
、
法
科
大
学
院
の
数
、
学
生
数
の

両
方
に
お
い
て
、
私
立
大
学
に
比
率
が
圧

倒
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
２
０
０
４
年
４
月
に
開
設
予
定

の
法
科
大
学
院
を
地
域
別
に
見
ま
す
と
、

　

①
東
京
24
校
、
②
愛
知
６
校
、
③
京
都
、

大
阪
、
兵
庫
各
５
校
、
⑥
神
奈
川
、
福
岡

中央大学法科大学院開設準備室副室長
法学部教授
 山田省三
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各
４
校
、
⑧
宮
城
、
埼
玉
、
石
川
、
広
島

各
２
校
、
⑬
北
海
道
，
栃
木
．
千
葉
．
新

潟
．
山
梨
．
岡
山
，
島
根
．
香
川
・
愛
媛

（
両
県
で
１
校
），
熊
本
．
鹿
児
島
30
人
、

沖
縄
30
人
各
１
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
法
科
大
学
院
の
開
設
が
予
定
さ

れ
て
い
な
い
空
白
県
が
24
県
に
の
ぼ
る
こ

と
、
法
科
大
学
院
の
設
置
が
大
都
市
圏
に

集
中
し
て
い
る
傾
向
が
指
摘
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
別
の
予
定
定
員
数
で
は
、

①
東
京
都
が
合
計
２
７
８
５
人
（
大
学
本

部
は
東
京
都
以
外
に
あ
る
が
、
法
科
大
学

院
を
都
内
で
開
設
す
る
も
の
２
校
、
京
都

と
東
京
に
開
設
す
る
１
校
に
つ
い
て
は
都

内
開
設
分
の
定
員
を
含
む
）
で
、
全
体
の

半
分
弱
を
占
め
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
②

京
都
６
１
０
人
、
③
大
阪
４
１
５
人
、
④

兵
庫
３
８
５
人
、
⑤
愛
知
２
８
５
人
、
⑥

福
岡
２
４
０
人
⑦
神
奈
川
２
３
０
人
、
⑧

宮
城
、
埼
玉
各
１
５
０
人
、
⑩
広
島
１
１

０
人
、
⑪
北
海
道
、
石
川
各
１
０
０
人
、

⑬
新
潟
、
岡
山
各
60
人
、
⑮
千
葉
50
人
、

⑯
山
梨
40
人
、
⑰
栃
木
、
島
根
、
香
川
・

愛
媛
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
沖
縄
各
30
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
学
別
の
定
員
を
見
る
と
、

本
学
、
東
京
大
学
、
早
稲
田
大
学
の
３
校

が
３
０
０
人
、
慶
應
義
塾
大
学
が
２
６
０

人
、
京
都
大
学
、
明
治
大
学
が
２
０
０
人
、

青
森
大
学
（
東
京
法
科
大
学
院
）、
同
志

社
大
学
、
立
命
館
大
学
が
１
５
０
人
、
関

西
大
学
１
３
０
人
、
関
西
学
院
大
学
１
２

５
人
、
北
海
道
大
学
、
東
北
大
学
、
一
橋

大
学
、大
阪
大
学
、神
戸
大
学
、九
州
大
学
、

大
宮
法
科
大
学
院
、
上
智
大
学
、
日
本
大

学
、
法
政
大
学
が
各
１
０
０
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

３
．「
ビ
ッ
ク
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
の
本
学
法
科
大
学
院

　

こ
の
た
め
、中
央
大
学
法
科
大
学
院
で
は
、

多
様
な
法
曹
養
成
の
一
環
と
し
て
、
以
下

の
６
つ
の
法
曹
像
を
想
定
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

①
市
民
生
活
密
着
型
の
ホ
ー
ム
ロ
ー

ヤ
ー

②
ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ
ー
ヤ
ー

③
渉
外
・
国
際
関
係
法
ロ
ー
ヤ
ー

④
先
端
科
学
技
術
ロ
ー
ヤ
ー

⑤
公
共
政
策
ロ
ー
ヤ
ー

⑥
刑
事
法
ロ
ー
ヤ
ー

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
学
は
東
京
大
学
、

早
稲
田
大
学
と
並
ん
で
、
１
学
年
の
定
員

が
３
０
０
人
と
い
う
国
内
最
大
の
「
ビ
ッ

グ
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
立
ち
上
げ
る
予

定
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
従
来
、
わ

が
国
の
法
曹
界
に
多
数
の
有
為
な
人
材
を

輩
出
し
て
き
た
本
学
の
伝
統
か
ら
す
れ
ば
、

３
０
０
人
の
定
員
は
当
然
の
も
の
で
あ
る

こ
と
と
、
今
後
、
社
会
的
に
要
請
さ
れ
る

多
様
な
法
曹
養
成
に
中
央
大
学
が
応
え
る

た
め
に
は
、
１
学
年
３
０
０
人
程
度
の
定

員
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
し
た
も
の
で
す
。

　
　

戦
後
の
司
法
試
験
合
格
者
総
数

　
　

（
昭
和
24
年
〜
平
成
14
年
）

①
東
京
大
学　
　
　
　

５
６
７
６
人

②
中
央
大
学　
　
　
　

５
０
５
２
人

③
早
稲
田
大
学　
　
　

３
４
１
７
人

④
京
都
大
学　
　
　
　

２
４
５
２
人

⑤
慶
應
義
塾
大
学　
　

１
５
３
５
人

４
．
適
性
試
験
に
つ
い
て

　

法
科
大
学
院
に
つ
い
て
は
、
日
弁
連
法

務
研
究
財
団
が
実
施
す
る
「
統
一
適
性
試

験
」
あ
る
い
は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
実

施
す
る
「
適
性
試
験
」
を
受
験
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
以
下
、
適
性
試
験
）。
本

学
法
科
大
学
院
で
は
、
い
ず
れ
か
も
し
く

は
両
方
の
適
性
試
験
ス
コ
ア
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
（
一
方
の
み
を
受
験
し
た

場
合
に
は
等
化
作
業
を
お
こ
な
い
、
両
方

を
受
験
し
た
場
合
に
は
ス
コ
ア
の
高
い
方

を
採
用
す
る
予
定
で
す
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
法
科
大
学
院
の
受
験
を

希
望
す
る
方
は
、
適
性
試
験
を
受
験
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
８
月
３

日
に
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
、
８
月
31
日

に
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
適
性
試
験
が
、

本
学
な
ど
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
願
状
況
を
見
る
と
、
日
弁
連
法
務
研
究

財
団
が
１
９
２
１
６
人
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
が
３
１
３
０
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
弁
連
法
務
研
究
財
団
の
受
験
者
の
内
訳

は
、
学
生
、
社
会
人
、
無
職
（
い
わ
ゆ
る
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司
法
試
験
浪
人
な
ど
）
が
３
分
の
１
づ
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
適
性
試
験

で
は
、
①
早
大
３
１
６
３
人
、
②
中
大
２

３
３
１
人
、
③
慶
大
２
０
７
５
人
と
、
い

ず
れ
も
本
学
は
早
大
に
つ
い
で
２
位
の
出

願
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
法
学

部
出
身
者
で
は
、
本
学
は
第
一
位
で
あ
り
、

他
の
文
系
学
部
や
理
系
学
部
の
出
願
の
少

な
さ
が
極
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
出
身
所
属
の
大
学
別
に
見
る
と
、

法
務
研
究
財
団
の
適
性
試
験
で
は
、
①
早

大
１
８
５
０
人
、
②
中
大
１
６
５
０
人
、

③
慶
大
１
２
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
法
科
大
学
院
修
了
の
第
１
期
生

の
出
る
２
０
０
６
年
５
月
に
第
１
回
新
司

法
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
２
０
０
４

年
度
の
法
科
大
学
院
の
総
定
員
が
申
請
ど

お
り
と
し
、
か
つ
そ
の
四
割
程
度
が
法
学

既
修
者
（
２
年
コ
ー
ス
）
と
す
る
と
、
受

験
者
総
数
は
約
２
４
０
０
人
、
新
司
法
試

験
の
合
格
者
を
１
０
０
０
人
と
想
定
す
る

と
、第
１
回
新
司
法
試
験
の
合
格
率
は
２
・

４
倍
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

科
大
学
院
説
明
会
（
名
古
屋
、
東
京
、
大

阪
、
福
岡
で
開
催
）
で
も
同
様
で
し
た
。

 

こ
の
よ
う
に
、
本
学
の
法
科
大
学
院
に

対
す
る
関
心
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
が
実

証
さ
れ
ま
し
た
。
開
設
準
備
室
一
同
、
こ

の
事
実
に
大
き
な
励
ま
し
を
受
け
る
と
と

も
に
、
こ
の
関
心
の
高
さ
が
本
学
法
科
大

学
院
の
入
学
試
験
に
多
数
応
募
す
る
よ
う

に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
優
秀
な
法
科
大
学

院
学
生
の
獲
得
を
獲
得
で
き
る
こ
と
に
直

結
す
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

前
述
し
た
朝
日
新
聞
社
主
催
の
説
明
会

や
、
早
稲
田
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
第
一
志

望
の
法
科
大
学
院
と
し
て
、
本
学
は
、
早

大
、
東
大
に
つ
い
で
３
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

５
．
開
設
準
備
室
に
よ
る
広
報
活
動
な
ど

　

開
設
準
備
室
で
は
、
広
報
活
動
の
一
環

と
し
て
、
司
法
試
験
の
択
一
試
験
の
終
了

時
お
よ
び
合
格
発
表
時
に
合
わ
せ
て
、
学

内
の
説
明
会
を
２
回
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
12
日
（
土
）
に
は
、
理
工
学

部
校
舎
に
お
い
て
学
外
・
社
会
人
向
け
の

説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
約
５
０
０

名
収
容
の
教
室
に
入
り
き
れ
ず
、
教
室
外

で
傍
聴
す
る
参
加
者
が
多
数
出
る
な
ど
、

大
盛
況
と
な
っ
た
ほ
か
、
質
問
者
も
多
く
、

終
了
予
定
時
間
を
１
時
間
以
上
も
超
え
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
翌
日
に

は
、
朝
日
新
聞
社
主
催
の
法
科
大
学
院
説

明
会
が
開
催
さ
れ
、
本
学
を
含
め
10
校
の

法
科
大
学
院
開
設
予
定
校
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
本
学
の
相
談
ブ
ー
ス
に
は
多
数
の

参
加
者
が
長
蛇
の
列
を
作
り
、
５
０
０
部

以
上
用
意
し
た
開
設
説
明
書
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
他
、
相
談
者
へ
の
対
応
時
間

を
延
長
せ
ざ
る
を
得
ず
、
主
催
者
か
ら
ク

レ
ー
ム
が
出
る
程
の
盛
況
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
読
売
新
聞
社
主
催
の
法

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
学
の
法
科
大
学
院
の
設
立
は

社
会
的
関
心
事
と
も
な
っ
て
お
り
、
７
月

９
日
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
午
前
７
時
30
分
か

ら
の
ニ
ュ
ー
ス
に
お
い
て
、
本
学
開
設
準

備
室
で
の
議
論
の
模
様
や
、
市
ヶ
谷
校
舎

の
新
模
擬
法
定
な
ど
が
報
道
さ
れ
た
ほ
か
、

７
月
25
日
（
金
）
の
午
後
７
時
30
分
か
ら

の
番
組
で
も
、
理
工
学
部
で
の
説
明
会
な

ど
、
本
学
法
科
大
学
院
の
開
設
へ
の
取
組

の
模
様
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

（
本
稿
は
「
中
央
大
学
学
員
時
報
」
四

一
八
号
（
二
〇
〇
三
年
七
月
二
五
日
発

行
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
法
科
大
学
院
設

置
認
可
申
請
の
状
況
」
に
加
筆
し
た
も

の
で
す
。）


